



















現在では「アート・リテラシ－J 3) 「ヴ ィ ジュアル・リ
テラシーJ 4 ） と呼ばれる手法として展開し、教育の対象
を一般の人々へ拡大したものとなっている 。
ともあれ、 「ビジ、ユアル ・ シンキング・カリキュラム」
































で中心的な役割を果たしたアメリア・アレナス 2） によ っ
て各国の美術館や教育機関に紹介されるとともに、彼女
自身が企画する展覧会によってその実践が示されてきた。
おSEKIZAK I Satoshi 造形デザイン学科





























































































































3 - 1 最初の試み「触ってみる絵」
造形活動をともなった美術鑑賞の最初の試みは、岡山
県立美術館において、ワークショップ「さわってみる絵」


















実施日 平成 1 5年5 月 24 日（2時間＋作品展示1週間）
鑑i:t対象 常設展示作品
ねらい ・造形表現の上での触覚/J)重要性を、鑑賞・制作の両置から体験する・手触りから連想される感党の、他人との共通点と相違点在見つける








1 ・20 ～ 1 :40
・言葉意（表現したいことトを）と手手が触かりりのに関、言係葉を考（表え現てしみたるし
3.導入② 研修室 －用 したワーヲシ一 、 、ζ1 ・：40 ～ 2:00 と）と具体的な素材とを関連付ける
－準ージ備lしたいろいろな素材を実際に触りながら、自分のイ
4制作 研修室 メ こ近い物をさがし、貼り付け作品の制作をすすめて2:00 ~ 2:45 いく
－題名と作品解説をプレ卜に記入し、お互いの作品を鐙
5鑑賞② 研修室 1'tしたり触ったりしてみる。2:45 ~ 3:00 















































② 「とことんにじみ絵」 2005年8月 4日、岡山県立美術館、














④ 「さがそう ！ じぶんいろ」 2006年8月 l 日、岡山県立美
術館、 1 8年度造形ゼミ 6） 、 特別展： Mit巴！おかやま展


























3-3 “空間” に着目したワー ク ショップ
絵画に描かれた空間に着目したものは 3 回実施した。
① 「ぱくぱく人形を作ろう J 2003年8月 5 日、岡山県立美
術館、 15年度造形ゼミ 7） 、常設展示を鑑賞、参加者25
名（小学生1 7／中学生4／大学生2／大人2)
［活動の概要］後出①とほぼ同じ
② 「絵の中に入ってみよう」 2005年8月 5 日 、 岡山県立美
術館、平成16年度造形ゼゲ） 、特別展 ： 美術つてなーに？
国立国際美術館コレクション展を鑑賞、参加者23名（小





















































② 「絵は、 色は、何から出来ている ？」 2006年8月 26 日、
倉敷市立美術館、 筆者単独、特別展：参加してエンジ
ョイ展を鑑賞、参加者14名 （小学生3／大人l I) 
［活動の概要］①とほぼ同じ
① 「気持ちを擦りだすJ 2006年4月 22日、岡山県立美術館、
































































































































鑑賞活動と造形活動を効果的に結びつけられるのではな 4) 「フランスでは、高校を卒業した人を対象に 、 美術
いかと考えている。 にとどまらず、写真、映画、 マンガ、時事報道など全て
5. 終わりに









に 、 美術鑑賞によって自分の中に作り 出 されるイメ ー ジ
をより明機にし、自分らしい感じ方の発見と美術を通し
て世界を知ることの喜びを得て 、 「美術作品の鑑賞で感








!) 「ニ ュ ーヨーク近代美術館は 「芸術、特に作品を見
るという鑑賞行為が、広い意味での教育あるいは人間形





つけ出すような質問をして行く 。 」 （福のり子 『アー
ト・リテラシー入門』 フィルムアー ト社2004年 1 33頁）
2) Amelia Arenas ：日本では、 1 998年に出版された ［な
ぜこれがアートなの？」 （淡交社） の内容をもとにした






りやすく 言うならば、 「一度重 くなった、技術や知識を
横において、自分の感覚だけでアー ト を理解し表現して
よいj と 言っ た新しい芸術鑑賞の流れ （『アート ・ リテ
ラシ一入門』 フィルムアート社2004年28頁）





5 ） 平成 1 7年度造形ゼミメンバー：青木美稚子、岡野友理、
中桐彩乃、長畑友紀、演口真奈美、林園子、藤井麻衣
















アメリア アレナス『なぜ＼これがアート なの？ j 福の
り子訳、淡交社 1 998年
アメリア アレナス 『みる・かんがえる － はなすj 木下
哲夫訳、 淡交社 2001 年
上野行一 （監修） 『まなざしの共有J 淡交社 200 1年
高橋洋一 （監修） 『ワ ー クショァプ実践研究J 武蔵野美
術大学出版局 2002年
関 iii奇哲 『触覚に着目した造形表現の研究』 岡山県立大学
短期大学部研究紀要第l l巻 2004年
フィルムアート社＋プラクティカ ・ネ ットワーク（編）
『アート ・ リテラシ一入門』 フィルムアート社 2004年
ジャン ＝ クロード・フォザ、 ほか 『イメージ・リテラシ
ー工場』犬伏雅ーほか訳 2006年
協力
岡山県立美術館，高梁市成羽町美術館， 倉敷市立美術館
